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第1章緒

　心筋の化学を考察するにはその根底をなす筋

肉の化単を学ぶ要がある．筋肉における物質代

謝では含水炭素代謝が大きな部分を占めてい

る．長い聞生物科学の謎とされていた筋肉の化

単的：変化は1930年代のFletcher及びHollkins

1），Embden　2），　HiU　3），　Meyerhof→），　Llmdsgaard

5）

凾ﾌ研究によって可成り明らかにされた　動

物体内の含水炭素代謝は糖原或いは葡萄糖を出

癸点とした解糖作用と好気的酸化とに大別し得

る．即ち解糖作用によって焦性葡萄酸まで進ん

だ含水炭素の分解は好気的条件では，乳酸生成

の道をそれてKrebsのクエン酸環に入る．～二

の経路は現在生活細胞における含水炭素分解の

主要経路と考えられている6）7）8）9）】。）．骨儲筋

と心筋との含水炭素代謝の相違は，心筋ではそ

言

の代謝過程を各々の心搏循期の中に完了せねば

ならぬことであって，ヒのように短時間に仕事

を処理することを要求される結果心筋は充分に

効果的なエネルギー代謝を営まなければなら

す，必然的に心筋は充分に酸素を利用するだめ

特有な解剖学的装置即ち心筋繊維の周りの筋繊

維鞘を欠くと共に良く発達した毛細管床を有す

る．：叉供給された燃焼元と酸素を結合させるに

充分な酵素系即ち脱水素酵素，チトクローム，

チトクロームオキシダーゼを持っており，骨酪

筋に比して著しく好気的条件に適応している．

好気的条件で心臓を働かせた場合には，その糖

原は変化せす正常の燃焼元として血中の葡萄糖

を利用し，叉焦性’葡萄酸，乳酸をも張く撮取し

て利用するととが知られており，これら基質の
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分解は何れも焦性葡萄酸を介してクエン酸環に

入ると考えられる11）12）．これらの事実は何れ

も実験的に確認されており，叉一：方酸素の欠乏

した条件では，糖原は減少して孚L酸が発生す

る．とのように心筋において：も糖原～乳酸の機

構は循環の一時的閉鎖の際の応急的処置として

用いられる．

　麟って強心配糖体に関する研究を見るに，そ

の血行力学的作用，臨床効果等に関する業績は

枚挙にV・とまがない．しかし憂心配糖体の作用

を論ずる際に，輩にその血行力学的作用，臨床

効果のみならす，更に心筋の新陳代謝に及ぼす

作用を究める～二とは，その使用を適正ならしめ

るために，一つの基礎的根拠を与えるものと考

えられる．従って心筋切片叉は心肺標本を用い

て行われた研究は必ずしも少なくないが，焦性

葡萄酸をも含めた心筋にお・ける含水炭素代謝諸

相を，同時的に分析追求した研究は見当らな

い．依って余はg一ストロフアンチン及びヂギ

トキシンについてヒの研究を行った．

　叉張心配糖体が心筋以外の臓器組織の含水炭

素代謝に及ぼす影響に関して：は，殆んど注意が

払われていなかったので，上記の研究と同時

に，肝臓及び骨儲筋についても分析を行った．

その成績については第2編以下に報告する．

第2章実験材料及び実験方法

　1）実験材料：実験動物としては2kg内外の雄性

白色家兎を用い．購入後数日間一定食餌即ち豆腐粕，

人参を以て飼育してその健康を確め，しかる後実験に

使用した，

　2）強心配糖体：武田製ウワバニン（g一ストロフ

アンチン0・075mgを生理的食：塩水1cc中に含有），

ヂギトキシン（メルク）を用いた．用量は次の如くで

ある．

　イ）ウワバニソ0・12mg／kg　1回に耳静脈内注射（最

小致死量），注射速度毎分1cc・

　ロ）ウワバニソ％最小致死量連続2週間耳灘脈内注

射．

　ハ）ウワバニソ0・003mg／kg（i薬効量）連続2週聞

耳葉脈内注射．

　二）ヂギトキシン1・5mg／k9（最小致死量）1回に

耳静脈内注射，但し50％アルコール中に0．1％に溶解

して，毎分1ccの速度で注射．

　ホ）ヂギトキシン％最小致死量連続2週間耳翻脈内

注射，上記と同様溶液を用う．

　へ）ヂギトキシン第1日0．02mg／k9，第2日0．008

mg／kg，第3日。・oo6mg／kg，第4日～第14日　o．oo2

mg／kg，何れも耳静脈内注射，（薬効量），但し50％

アルコール申に1mg％に溶解して使用，

　実験当一日は早朝より絶食せしめ，最後の注射前2時

間は動物を背位に固定し，麻酵は一切用いなかった．

被検材料の探取に当っては，先ず耳豫脈より探蔑し，

助手を使用して胸廓を開き，手早く心臓を摘出し（定

量には心室筋を使用），次いで肝臓右葉及び外股筋の

一定部位を切取つた．前記の操作は最後の注射後15～

30分の間に全部終了するよ弓にした．

　3）乳酸定量法＝被検：臓器は固定家兎より鏡利な

二刀にて摘出後直ちに必要量約2・0～3・09を2％HC1

5・Occを容れて氷冷されたる秤’量瓶申に投じ，細切し

然る後可及的速かに秤量し，次いで予め2・09の金剛

砂及び2％HC15・Occを容れて氷冷されたる乳鉢申

にその内容を移して磨確し，次に再び2％HCI　10・Occ

及び5％昇兼溶液20．Occを加えてSchenck氏法13）

による除蛋白を終え同液を定量的にメスシリンダ｝に

移し使用せし容器の洗液をも加えて全容量を60・Occ

となし，密栓してこれを一昼夜氷室内に放置する．し

かる後これを濾過して硫化水素を通じて過剰の昇兼を

沈澱せしめ，次いで更に濾過し濾液に室気を通じて過

剰の硫化水素を駆除し，その濾液20・Occを取り苛性

曹蓬にて中和ぜる後10％硫酸鋼5．Occ，5％石灰乳

5・Occを加えて時，々振盟して30分閲放置し以てVan－

Slyke氏法14）による除糖を終え，これを遠心してそ

の上濡が　α一Naphto1による糖反応陰性なる時その

20・Occについて田申・遠藤の装置15）を用いて乳酸を

酸化し，化生したアルデヒードを酸性亜硫酸曹達液中

でこれと結合せしめ，以後の定量操作はLauersen－

WahUander氏法1｝）に準じて測定した，

　4）糖原定量法：山本17）によるOrcinol－SulPllric一

【68〕



告

健康家兎含水炭素代謝に及ぼす強心配糖体の影響に関する研究 607

acid法により測定した．本法では糖原の分離はP儘ger

一法18）の原理により組織に苛性加里液を加え煮沸し

て結合糖及び遊離糖を破卸し，同時に細胞内に包埋せ

らるる糖原を遊離せしめ，これにアルコールを加えて

糖原を沈澱ぜしめる．これについてOrcino1－Sulphric

acid法による三三蚤法を施行するものにして，被検

臓器0・59を可及的速かに秤量しこれを煮沸せる重湯

一中にて加熱された309／dl　K：OH　2・Occを容るる千

原試験管申に投じ，以後は原話に準じてこれを測定し

た．

5）焦性葡萄酸定量法：2・4－Dinitrophenylhydra・

zineを使用する：Lu　19）変法20）に従って，速かに所

要臓器1・0～2・09を取り除蛋白液5・Occ及び金剛砂

2．09を入れて予め氷冷されたる乳鉢中に投じ，可及

的速かに磨確して然る後法の如く施行し，最後に光電

比色計を用いて測定した．

第3章　実験成績及び考案

　1）健康家兎心筋内乳酸，糖原及び焦性葡萄

酸含量（第1，2，3表）

　心筋は脳，肝臓及び腎臓と共に酸素需要量の

最：も多い臓器＝の一つである．Mulder　21）によれ

ば心臓のエネルギー代謝は全身のエネルギー代

謝量の約7～20％を占めるという．心筋の酸素

消費の大きなととはGoodale　22），岸本23）の実

験によっても明らかで，正常心筋は乳酸，焦性

葡萄酸を楯1取するといい，殊にHimwich　24），

第1表　健康家兎心筋糖原量

第3表　健康家兎心筋乳酸七

二　　定　　者

MeyerhoF　4＞

Embden　2）

Schenck　13）

Davenport　31）

関　　口　63）

高　　上　51）

依　　光　52）

1920

1921

1924

1928

昭　7

昭　14

昭　14

乳酸量m9％

　70～140

　57～79
　　　67．2

　　　15

右心　139
左心　120
右心　40．1
左心　32．3

　　　47

測　　定　　者

Gayda　61）

L6wie　u　Neselko　62）

　関　　　口　63）

　斎　　　藤　30）

　高　　　上　51）

　依　　　光　52）

1912

19】9

昭　7

昭　12

昭　14

昭　15

糖原量9％

0．13　～0．14

0。11～0．31

0．3　～0．5

0．263～0．321

0．4　～0．6

　0．458

第2表　健i康家兎心筋内乳酸，

　糖原及び焦性葡萄酸含量

No．51

〃　52

〃　53

〃　54

〃　55

乳　酸

3ユmg％

43　〃

43　〃

30　〃

34　〃

糖 原

0・4509％

0．372　〃

0．500　〃

0．476　〃

0．453　〃

焦性葡萄酸

0，967mg％

0．888〃

0．834　〃

0．967　〃

0．947　〃

李均136〃 ・・45・〃1・・92・〃

齪細3・一431・・372一・・5・…834一・・967

McGintア25），　Rolshoven　26）は心臓は常に血行中

より乳酸を播回してこれを自己の活動エネルギ

ーに利用浩費：するという．又：Evans　27）も1009

の重さの心臓は雫均1時間に7mgの葡萄糖と

234m9の乳酸を撮取すると》・う．

　扱て従来拳げられた正常動物の心筋糖原量は

報告者により甚だしい動揺を示し，糖原量測定

の困難iなるを思わしめる．既にBoruttaus　28）は

供試材料の採取法及びその測定操作に至るまで

の時間的関係により測定値が甚だしく変動を示

つととを認め，殊に動物の死後時闇の経過と共

に二値を示すヒとを証明している．なお叉実験

動物飼育法就中食餌並びに季節の心筋糖原含有

量に及ぼす影響を見るに，Cruickshank　29）は食

物による変動を挙げ斎藤30）はこれを認めてV・な

い．ヒのように心筋糖原量の確定は困難である

が，先進諸家の測定せる正常家兎心筋内糖原含

量を一括表示すれば第1表の如くである．余は

常に上記の操作諸点に留意して健康家兎安静時
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心筋の糖原量を測定し第2表に示す如き成績を

得た．即ち余の成績では健康家兎安息時心筋糖

原含量は0．372～0．5009％口和0．4509％であ

った．

　次に健康家兎安静時心筋の乳酸量を一瞥する

に，これも亦広範囲な動揺を示し，殊に死後時

間の経過と共に乳酸量は著しく増大する．夙

にFletscherは筋肉乳酸量は操作上の巧拙によ

り驚くべき相違を示すとい＼（，Davenport　31），

Schenck　13）等の研究によれば被検筋肉を液体室

気で凍結処置したものの乳酸量は極めて僅少な

りと報告している．第3表はヒれら先進諸家の

業績中より正常家兎安静時の心筋内乳酸含量を

選択列挙したものである．撮て：余の成績に従え

ば健康家兎安静時の心筋乳酸量は第2表に見る

如く30～43mg％平均36mg％であった．

　次に正常動物の心筋内焦性葡萄酸含量につい

て見るに，その含有量を報告せる文献は殆んど

皆無にして本邦では僅かに伊藤32）が六軒を用い

て測定し，0．38～0．55mg％雫均0，44m9％なり

と報告している，余の場合では健康家兎安静

時の心筋焦性葡萄酸含量は第2表に見る如く

0．834～0．967m9％亭均0．920mg％を示した．

　2）健康家兎心筋含水炭素代謝に及ぼすg一

ストロフアンチンの影i響（第4，5，6表）

　Freund　39），Haarman1134），Ranson及び：Loomis

35）はストロフアンチンの大量では心筋の酸素浩

費は抑制され，少量では促進されると述べてお

り，Eismeyer及びQuincke　31i）はK一ストロフ

アンチンを蛙心筋に与え未だ心臓の機械的作業

に何ら影響を及ぼさない量で，既に心筋の酸素

浩費を増加させ炭酸ガス発生を促進せしめるこ

とを認めた．叉Rhode及び09北wa　37），　Freund

Ranson及びr・oom｛s，：Finkelstein及びBodansky

38），Wollellberger　39）等もストロフアンチンの少

量では心筋の酸素溝費が促進されるといい，

一方それと反対にDavテd　40），　Gottschalk　41），

Gremels　42），　He】1nreich及びNovy　43），静閑44）

橋本45）等はストロフアンチンの少量では抑制さ

れると述べている．石華中46）はストロファンチン

を用いて蛙摘出心の酸素浩費をしらべその値は

一定せす・といい，高島47）玉山48）は什日鼠心筋

では組織呼吸が増加するととを認めた．Schu－

mann　49）は中毒量では心筋の酸素消費を減じて

乳酸の蓄積を生じ，心筋糖原含量は減すると結

第4表健康家兎に9一スト・フ

　ァンチン最小致死量1回注射

　　後の心筋内乳酸，糖原及

　　　び焦性葡萄酸含量

乳　酸 糖　　原 焦性葡萄酸

鋳常家轟136m・％1・・45・・％ 0．9201ng％

No．56
〃　57

〃　58

〃　59

〃　60

46　〃

51　〃

44　〃

40　〃

49　〃

0．406　〃

0．400　〃

0．384　〃

0．384　〃

0．384　〃

0．534　〃

0．550　〃

0．700　〃

0．717　〃

0．750　〃

李均146〃【・・391〃 0。650　〃

測定範囲4・一5・1・・84一・・4・61・・534一・・75・

騰腿すト27・8％卜13・・％ 一29・4％

推計学的有
　　　　　　有意性

有 心

第5表　健康家兎にg一ストロフ

　ァンチン施最小致死量連続2

　週間注射後の心筋内乳酸，

　　糖原及び焦性葡萄酸含量

孚L　畠 山　　原 焦性葡萄酸

爵常家轟136m・％1・・45・・％
0。920mg％

No．61
〃　62

〃　63

〃　64

〃　65

46　〃

48　〃

47　〃

45　〃

45　〃

0．408　〃

0．316　〃

0．312　〃

0．328　〃

0．392　〃

0．717　〃

0．935　〃

0．900　〃

0．910　〃

0．752　〃

李均146〃1・・35・〃i・・843〃

測定糊145～48・・312～・・4・8・・7・7一・・934

蠣糊すト27・8％1－22％ 一8・3％

推計学的有
　　　　　　有意性 有 無
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第6表　健康家兎にg一ストロフ

　アンチン薬効量漣続2週間注

　　射後の心筋内乳酸，糖原

　　　及び焦性葡萄酸含量

乳　酸 糖　　原 焦性葡萄酸

鋳副章轟136皿・％1・・45・9％ 0。920mg％

N些）．66

〃　67

〃　68

〃　69

〃　70

39　〃

33　〃

38　〃

39　〃

33　〃

0．495　〃

0。507　〃

0．460　〃

0．470　〃

0．444　〃

0．585　〃

0．802　〃

0．752　〃

0．802　〃

0．768　〃

訓導136〃1・・476〃 0．742　〃

測定翻133－3gi・・444一・・5・71・・585一・・8・2

騰勢す・ ＋5．7％ 一19．3％

推計学的有
　　　　　　無意性

無 有

論している．：HaeDdel　Munilla　50）も亦心筋内物

質代謝に及ぼす諸種薬剤の影響をしらべ，健康

犬心臓においではストロフアンチンの大量は勿

論既にその少量でも心筋内糖原量の減少を来す

が，その減少度はヂガーレンに比較して軽i度な

るを見，ヒの差異をストロファンチンに較べて

ヂキタリス配糖体の心筋親和力の大なる事実に

帰している．高上51）は健康家兎の心筋内糖原並

びに乳酸量はストロフアンチン蓮続注射により

著変を来さすといい，依光「2）は糖原量は減少的

傾向を示し乳酸量は著変なしとV・う．扱て余は

健康家兎にg一ストロフアンチン最：小致死量1

回及び施最：小致死量連続2週間耳静脈内に注射

したる後，心筋の乳酸，糖原及び焦性葡萄酸含

量を測定し第4，5表に見る如き成績を得た．

即ち正常値に比して両例共心筋乳酸含量は増加

し糖原含：量は減少を示した．ヒれはFreUDd33），

Haarmann　34）の成績とも一致するものである．

次に心筋内焦性葡萄酸含量について見るに最小

致死量1回注射例においては減少を示し，施最

小致死量連続2週外注適例においても稽≧減少

の傾向を示したが，推計学的には有意な変化は

認められなかった．薬効：量連続2週聞耳静脈内

に注射したるものにおV・ては，第6表に見る如

く正常値に比して乳酸含：量は不i変で，糖原含量

は繋ぐ増加の傾向を示せるも推計学的には有意

な差は認められす，依光52）のいう所と一致し

た．次に焦性葡萄酸含量について見るにとれは

減少を示した．

　3）健康家兎心筋含水炭素代謝に及ぼすヂギ

トキシンの影響（第7，8，9表）

　Wollenberger　39）はヂギタリス配糖体は心隔に

おける糖原分解を盛んにすると同時に，酸化的

恢復過程を促進し分解しπ糖原の大部分を速か

に合成せしめると述べ，青木53）はヂギタリス剤

による心筋酸素滑費の増加を認め，高島47）もヂQ

ギタリス属製剤は何れも廿日鼠心筋の組織呼吸

を二品せしめるという．Gremels　42》はヂギトキ

シンの少量により酸素消費が抑制されることを：

見，これは脈搏数の減少とは無関係であると述

べ，岸本23）はヂギトキシン注射後45分乃至90分

で動脈～冠静脈血の酸素較差が増加し酸素消費

第7表　健康家兎にヂギ1・キシン

最小致死量1回注射後の心筋内

乳酸，糖原及び焦性葡萄酸含量

：No．

〃

〃

〃

〃

101

102

103

104

乳　酸

105i40

46mg％
56　〃

42　〃

46　〃

　　〃

糖　　原

0・3509％

0．362〃

0．362　〃

0．400　〃

0．312　〃

焦性葡萄酸

1．134mg％

0．884〃

0．7CO　〃

0．967　〃

1．000　〃

牛均146〃1・・357〃1・・937〃

齪範囲・・一561・・312一・・4・・1・・7・・一L134

雲井家熟136〃1・・45・〃i・・92・〃

嘉ル　熊133〃i・・464〃1…62〃

謂増減率＋27％

粋難有
ア対　　増減率ル．照

コに　　推計学的
1比
　　有意性ルし

＋39％

有

一20％

有

一29％

有

十1・8％

無

一12％’

無
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第8表健康家兎にヂギトキシン

　孤最：小致死量禅機2週聞注射

　　後の心筋内乳酸，糖原及

　　　び焦性葡萄酸含量

No．106
〃　107

〃　108

〃　109

〃　110

乳　酸 塩　　原

56mg％
50　〃

42　〃

45　ワ

42　〃

0．3349％

0．370　〃

0．312　〃

0．392　〃

0．40e　〃

焦性葡萄酸

0．802mg％

0．802　〃

0．7ε5　〃

0．735　〃

0．835　〃

李均一ヒ7〃1・・362〃」・・781〃

測定糊142－56｛・・312一・・4C・1・・735一・・8ε5

正常家兎　36
対　　　照

アルコール
対　　　照

〃1・・45・〃1・・92・〃

138月号・4ε5■・・952〃

家比i一一一

羅幽減率1＋・・％

副讐繋糎 鴻

烈増減率1＋23％

工鞭糎 有

一19％

有

一21％

有

一15％

有

一18％

有

が促進される如き傾向を示したと述べている．

：F．Hah1154）は正常鳩にヂギトキシンの施，％

最小致死量投与する時は心筋糖原量が増加する

という．Schumann　49）はヂギタリス配糖体は健

康心ではその新陳代謝に及ぼす影響は少ない

が，不全心においてはその薬効量で酸素浩費を

促進し乳酸の蓄積を減する，叉中毒量では却っ

て酸素浩費を減じ乳酸の蓄積を生じて心筋糖原

含量を減すると結論している．叉Freund　33），

Haarmann　34）もヂギタリスによる乳酸の蓄積を

認めている．叉依光52）は健康家兎にヂギタミン

を一定期間注入したる後，心筋の糖原及び乳酸

量を測定し，ヂギタミンは僅か乍らも糖原量の

減少的傾向を示し乳酸：量は著変なしと報告して

V・る．

　扱て余は健康家兎にヂギトキシン最：小致死量

1回及び咳最：小致死量連続2週間耳翻脈内に注

射したる後，心筋の乳酸，糖原及び焦性葡萄酸

含量を測定し第7，8表に見る如き成績を得

た．即ち正常値に比較して両例共心筋乳酸含量

は増加し糖原含量は減少を示した．

　ヒれはHaendel　Munil！a　50），　Wallenberger　39，

Schumann　49）の威権とも一致するものである．

次に心筋内焦性葡萄酸含量について見るに，最

小致死量1回注射例においては不変で，％最小

致死量連続2週闇注射例においては減少を示し

た．薬効量蓮続2週闇耳隷脈内に注射したるも

のでは，第9表に見る如く正常値に比して心筋

の乳酸含：量は梢ヒ減少の傾向を示した．糖原及

び焦性葡萄酸含量は何れも矛集増加の傾向を示

せるも，推計学的に有意な差は認められなかっ

た，

第9表　健康家兎にヂギトキシン薬

　効量蓮続2週閥注射後の心筋内

　乳酸，糖原及び焦性葡萄酸含量

No．111
〃　112

〃　113

〃　114

〃　115

孚L　酸

34m9％
30　〃

33　〃

33　〃

35　〃

糖　　原

0．5129％

0．488　〃

0．456　〃

0．485　〃

0．502　〃

焦性萄萄酸

1・019mg％

1．002　〃

0．902　〃

1．069〃

1．019　〃

李均133〃1・・489〃い…2〃
齪糊1・・一361・・45・一・・5121・・9・2－1・・69

鋳常家副36〃1・・452〃い・92・〃

鶏ル　熊137〃1・・46・〃1・・921〃一

二二

囎増減率L8％

謝絶建直1 無

礁増減率

粥有意性
コに推計学的

一11％

無

＋8％

無

十6％

無

病8％

無

＋8％

無

　上述最小致死量使用例，駈最：小致死量使用例

及びi薬効：量使用例には，それぞれ同量のアルコ

ー几注射の対照動物同i数をおいた．これら対照

例における測定成績と正常値との聞には推計学

的有意な差は認められなかった．叉ヂギトキシ
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ン使用例における測定値をそれぞれのアルコー

ノし対照例における測定成績と比較するに，前者

と正常対照値との比較の場合と概ね同意義の差

が認められた．

第4章総

　ヂギタリス配糖体薬効量の心筋新陳代謝に及

ぼす作用については，一部の学者即ちSalmon

及びRiesser　55），　Genuit及びHaarmann而は

心筋のi新陳代謝には著明な影響を及ぼさすと

し，Schulnann　48），　Gollwit∠er－Meicr　57）等は健i康

心の新陳代謝には影響を及ぼさないが，不全心

では心筋新陳代謝を改善すると述べている．し

かし叉他の学者は前述せる如く正常心筋におい

てもヂギタリス配糖体の新陳代謝に及ぼす作用

を認めてV・る．

　慌て余の実験成績について見るに，g一ストロ

フアンチン最小致死：量1回及び施最小致死量蓮

続2週聞注射例においては，何れも糖原分解が

盛んとなり1心筋糖原含量減少し乳酸の蓄積を来

した．～これはFrelmd　32），　haarmann　34），　Ranso1｝

及びLoomis　35）の説とも一致する．叉焦性葡萄

酸について見れば，最：小致死量1回注射例では

減少を示し，施最：小致死量連続2週聞注射例で

は梢ぐ減少の傾向を示せるも，推計攣的には有

意な：差は認めちれなかった．とれより本実験に

おける如く最：小致死量注射後の15～30分で実験

動物を殺す場合には，心筋含水炭粟代謝過程に

おいて，乳酸より焦性葡萄酸への酸化は悪化

し，施最小致死量連続2週闇注射例ではその経

路の障碍は比較的軽度なりと思われる．1・6wit

58），Impens　59）も夙にストロフアンチン及びヂギ

タリスによる温血動物の中毒心について，組織

学的検索をなし，オキシダーゼ鴫野の染色性及

び数¢》減少により酸化過程の直接的障碍を推定

し，Gaisb6ck　60）も心：筋のインドフェノールプ

ラウ顯粒及び横紋が所々損われているととを見

出し，同様事実を確認した　とれらは何れも心

筋内における酸化歌態の悪化せるを思わしめる

ものである．次にg一ストロフアンチン薬効量

蓮続2週閻注射例においては，心筋内乳酸は不

納

変で，糖原は梢ぐ増加の傾向を示せるも推計学

的には有意な変化は認められす，唯焦性葡萄酸

含量において減少が認められ，g一ストロフアン

チン薬効量投与によって，酸化過程が盛んにな

り焦性葡萄酸消費増大の結果，その減少したも

のと思考される．ヒれは叉：Freund　33），1｛aar－

malm　34），：RaDson及び王・oomis　35），：Finkektein

及びBodansky　38）の威績とも一致を見るものと

思考される．

　Wollenberger　39）はヂギタリス配糖体は心筋に

おける糖原分：解を充進せしめると同時に酸化的

恢復過程を促進し，分解した糖原の大部分を速

かに合成せしめるという．叉酸素平角が抑制さ

れる時糖原分解が盛んになり糖原が減少するヒ

・と｝まPasteur　Eげektとして：知られ「てV・る．扱て：

余の実験について見るにヂギトキシン最小致死

量1回及び％最小致死量連続2週聞注射例にお

いては，何れも心筋内の糖原分解が充まり心筋

糖原含量は減少し乳酸の蓄積を来した．如上の

成績はSchumann　49）の実験成績とも一致し，

：FreuDd　33），　Haarmamユ34），　Haendel　Munilla　50）

の説にも戻：らざるものと思考される．次に心筋

内焦性葡萄酸含量について見るに，最：小致死量

1回注射例においては不変で，楓最小致死量蓮

続2週間注射例においては減少を示した．即ち

後者の場合には酸化過程の悪化が推定せられ，

前者の場合にはその障碍は比較的軽度であると

考えられる．これをg一ストロファンチン最小

致死：量1回注射の場合と比較するに，酸化過程

の障碍に関してはg一ストロフアンチン最：小致

死量注射例とヂギトキシン砥最小致死量注射例

とが近似し，叉g一ストロフアンチン施最小致

死量注射例とヂギトキシン最小致死量注射例が

近似している．ヒれはストロフアンチンがヂギ

　　　　　　　　　　　　　　　　ミトキシンに比し速効性であること及びヂギトキ
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シンの蓄積性がスト・ファンチンのそれより大

であることによって読明出来るであろう．即ち

余の実験の如く最：小致死量注射後15～30分で検

した場合には，ストロフアンチンは既にその効

果を充分に発揮してるが，ヂギトキシンでは然

らす，叉ヂギトキシン％最小致死量連続2週間

注射後検査の場合にはその張き蓄積性のために

ストロフアンチン：最：小致死量1回注射の効果に

近似するに至ったものであろう．以上よりg一

ストロフアンチン，ヂギトキシン何れの協心配

糖体を使用するもその中毒量を健康家兎に注射

する場合には，それによ0てもたらされた心筋

含水炭素代謝失調の根底には酸化の悪化する事

実の存在するヒとは明らかである．次にヂギト

キシン薬効丁丁続2週間注射例においては心筋

内糖原及び焦性葡萄酸含量共に殆んど不変で，

乳酸含量は梢ζ減少的傾向を示した．以上より

g一ストロファンチン，ヂギトキシン共その薬

効量を健康家兎に注射する場合には，心筋内含

水炭素代謝は梢ミその酸化過程が活濃化するも

のと考えられる．

第5章　結

　余は心筋含水炭素代謝に及ぼすg一スト・フ

アンチン及びヂギトキシンの影響を検する目的

で，これらを健康家兎に注射し，心筋の乳酸，

糖原及び焦性葡萄酸含量を測定し，次の如き結

，果を得た．

　1）健康家兎心筋にお漁る平均含量は，乳酸

36m9％，糖原0．4509％，焦性葡萄酸0．920

mg％であった．

　2）g一ストロフアンチン最小致：死量1回注射

例では心筋乳酸は増加し，糖原及び焦性葡萄酸

は共に減少を示した．

　3）g一ストロフアンチン槍最小致死量連続2

週闇注射例では，心筋乳酸は増加し糖原は減少

した．焦性葡萄酸は梢ヒ減少の傾向を示せるも

推計学的には有意な変化は認められなかった．

　4）g一ストロフアンチン薬効量連続2週闇注

射例では，心筋乳酸は不i変で，糖原は梢ζ増加

の傾向を示せるも推計学的には有意な変化は認

憎

められす，焦性葡萄酸は減少を示した．

5）ヂギトキシン最小致死量1回注射例では，

心筋乳酸は増加し，糖原は減少し，焦性葡萄酸

は不変であった．

　6）ヂギトキシン砥最小致死量連続2週聞注

射例では，心筋乳酸は増加し，糖原及び焦性葡

萄酸は共に減少を示した．

　7）ヂギトキシン薬効量減続2週間注射例で

は，心筋乳酸は梢ミ減少の傾向を示した．糖原

及び焦性葡萄酸は共に梢ヒ増加の傾向を示した

が，何れも推計学的には有意な変化は認められ

なかった．

　以上の所見より両張心配糖体共中毒量では，

心筋内含水炭素代謝において，糖原分解が充ま

り，且つ叉酸化的代謝過程を悪化せしめ，薬効

量ではその好気的代謝過程を充進せしめるもの

と考えられる．
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